
　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と

こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
猛
烈
な
暑
さ
と
突
然

の
豪
雨
な
ど
異
常
気
象
が
続
く
な

か
、
区
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
環
境
整
備
や

地
域
行
事
な
ど
、
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
無
事
に
各
活
動
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

七
月
以
降
は
、
「
上
田
わ
っ
し

ょ
い
」
へ
の
参
加
を
皮
切
り
に
、

公
民
館
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
夏
祭

り
」
、
そ
し
て
六
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
「
敬
老
祝
賀
会
」
と
、
地

域
の
皆
様
が
集
う
行
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ど
の
行
事
に
も
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
笑
顔

と
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
が
で
き
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
各
行

事
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
役
員
の
皆
様
、
ま
た
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
区
民
の
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
か
つ
て
田
畑
が
広
が
っ

て
い
た
場
所
も
今
で
は
住
宅
が
増

え
、
農
地
の
荒
廃
や
農
業
用
水
路
、

農
道
な
ど
の
老
朽
化
、
ま
た
高
齢

化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど
、
地

域
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
農
業
用
水
路
沿
い
の
草
刈
り

や
立
ち
木
伐
採
な
ど
、
行
政
へ
の

要
望
を
重
ね
て
お
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
状

況
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
七
月
の
集
中
豪
雨
の
際
に

は
、
地
域
の
あ
ち
こ
ち
で
用
水
路

の
氾
濫
や
道
路
の
冠
水
が
発
生
し
、

「
雨
が
や
む
の
を
待
つ
」
し
か
な

い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
な
か
、
春
と
秋
の
環
境
整
備

で
は
、
区
民
の
皆
様
に
水
路
や
道

路
法
面
の
草
刈
り
・
泥
上
げ
な
ど

ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
力
が

地
域
の
安
全
と
快
適
な
環
境
を
支

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
行
政
と
連

携
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
着

実
に
私
た
ち
が
住
む
環
境
整
備
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

後
半
で
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

○
敬
老
祝
賀
会
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
渦
の
た
め
中
止
し
て
い

た
「
敬
老
祝
賀
会
」
を
九
月
十
三

日
、
六
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
は
七
十
五
歳

以
上
の
招
待
対
象
者
は
三
百
八
名

で
し
た
。
当
日
は
三
十
三
名
の
皆

様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
来
賓
の

方
々
を
含
め
て
約
六
十
名
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
小
学
校
金
管
部
の
演
奏
や
合

唱
部
の
皆
さ
ん
の
歌
声
、
東
郷
堂

さ
ん
に
よ
る
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
終
始

笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
市
へ
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

【
令
和
七
年
度
実
施
内
容
】

・
三
原
医
院
前
へ
の
防
犯
灯
一
灯

の
新
規
設
置

・
柳
堂
バ
ス
停
北
側
交
差
点
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
交
換

・
中
之
条
精
穀
所
南
側
道
路
改
修

工
事
の
実
施

・
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
中
之
条
墓
地
前

農
道
の
補
修
工
事
及
び
危
険
防

止
ポ
ー
ル
の
設
置

・
市
道
五
十
一
号
線
沿
い
、
農
業

用
水
路
へ
の
危
険
防
止
柵
の
設

置
。
（
ポ
ー
ル
式
）

・
鯉
座
川
沿
い
危
険
防
止
フ
ェ
ン

ス
の
一
部
交
換
。
（
来
年
以
降

も
継
続
）

・
城
南
公
民
館
南
側
斜
面
、
市
有

地
の
立
木
伐
採
。

・
一
期
一
会
北
側
農
業
用
水
路
沿

い
立
木
伐
採
。

・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
中
之
条
店
向

か
い
公
園
の
水
路
側
生
け
垣
剪

定
。
（
ベ
ン
チ
の
撤
去
・
立
木

の
伐
採
は
上
田
建
設
事
務
所
維

持
管
理
課
に
要
望
継
続
）

令
和
七
年
　
後
半
報
告

平
　
田
　
敬
　
一

中
之
条
自
治
会
長

　

以
上
の
と
お
り
安
全
確
保
の
整

備
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
令
和
八
年
度
要
望
事
項
】

　

令
和
八
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
七
年
度
以
前
か
ら
の
継
続
要

望
に
加
え
、
新
規
要
望
を
含
む
二

十
三
件
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

（
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
二
箇
所
設
置

防
犯
灯
一
灯
新
規
設
置
）

　

上
田
市
土
木
課
、
担
当
職
員
立

会
い
の
も
と
現
地
確
認
を
実
施
。

ま
た
、
信
号
機
の
交
通
規
制
、
公

園
樹
木
整
備
、
農
業
用
水
路
、
道

路
法
面
な
ど
の
維
持
管
理
、
地
域

の
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
要
望
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
引
き
続
き
努
め
て
参
り
ま
す
。

○
令
和
七
年
度
県
民
健
康
・
栄
養

調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
県
民
基
礎
調
査
、

国
勢
調
査
に
続
き
、
三
年
に
一
度

実
施
さ
れ
る
「
県
民
健
康
・
栄
養

調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

状
態
や
食
生
活
の
実
態
を
把
握
し
、

今
後
の
健
康
づ
く
り
や
食
生
活
改

善
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。
調
査
対

象
地
区
（
五
ブ
ロ
ッ
ク
一
部
地

域
）
と
な
り
ま
し
た
皆
様
に
は
、

説
明
会
や
健
康
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
国
民
基
礎
調
査
の

対
象
地
区
の
皆
様
、
国
勢
調
査
員

を
快
く
お
受
け
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
城
下
連
合
会
関
連
に
つ
い
て

・
城
下
消
防
ま
つ
り

　

今
年
も
、
城
下
消
防
ま
つ
り
が

城
下
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
中
之
条
地
区
か
ら
も
大
勢

来
場
さ
れ
、
煙
体
験
・
放
水
体

験
・
消
火
器
の
取
扱
い
な
ど
、
防

火
・
防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
日
に
な
り
ま
し
た
。

・
城
下
地
区
水
害
時
の
指
定
避
難

所
等
の
市
長
要
望
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
の
台
風
一
九
号
の
際

当
日
に
な
っ
て
城
下
・
南
小
学
校

・
第
四
中
学
校
及
び
千
曲
高
校
が

避
難
所
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
指
定
避
難
所
及
び
避
難
方

法
に
つ
い
て
早
急
に
策
定
す
る
よ

う
市
長
要
望
し
ま
し
た
。
回
答
に

つ
き
ま
し
て
は
回
覧
い
た
し
ま
す
。

・
御
所
沢
調
整
池
完
成
に
つ
い
て

　

城
下
地
区
最
大
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。
雨
水
排
水
対
策
事
業
と
し

て
の
金
窓
寺
川
調
整
池
に
引
き
続

き
、
二
か
所
目
に
な
り
ま
す
。

○
川
辺
交
番
連
絡
協
議
会
の
発
足

に
つ
い
て

　

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

十
月
よ
り
「
川
辺
交
番
連
絡
協
議

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
協

議
会
は
、
自
治
会
な
ど
各
種
集
会

を
通
じ
て
交
番
へ
の
意
見
や
要
望

を
集
約
し
、
今
後
の
交
番
活
動
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、

運
営
は
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、

今
後
、
地
域
と
警
察
が
協
力
し
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
一
段
と
厳
し

く
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
体
に
気

を
つ
け
て
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。
本
年
も
自
治
会

活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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師
走
を
迎
え
、
今
年
も
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
四
月
よ
り
城
南
公

民
館
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、

嶋
田
浩
一
（
し
ま
だ
こ
う
い
ち
）

と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
城
南
公
民
館
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
九
月
十
三
日
に
は
、
敬
老

祝
賀
会
が
六
年
ぶ
り
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
私
も
城
南
公
民
館
長
と

し
て
ご
招
待
を
受
け
、
祝
辞
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
地
域
の
皆
さ
ま
が
一
堂

に
会
し
、
笑
顔
と
温
も
り
に
包
ま

れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
う
れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

城
南
公
民
館
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
世
代
を
超
え
た
交
流
と
学
び
の

場
を
広
げ
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。

館
長
　
嶋
田
　
浩
一

城
南
公
民
館
よ
り

　

今
年
の
夏
も
昨
年
同
様
連
日
の

猛
暑
続
き
の
夏
で
し
た
。
そ
の
中
、

８
月
15
日
に
中
之
条
ふ
る
さ
と
夏

祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
暑
い
中

大
変
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き

盛
況
で
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

満
足
な
休
憩
も
取
ら
ず
あ
ら
た
め

て
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

今
年
は
大
広
間
及
び
貴
賓
室
に

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
の
で
、
公

民
館
内
で
の
休
憩
も
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

８
月
15
日
は
中
之
条
に
里
帰
り

す
る
と
の
観
点
か
ら
決
め
た
と
思

い
ま
す
が
、
中
之
条
が
実
家
で
は

な
い
方
も
大
勢
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
都
合
も

あ
り
ま
す
が
、
日
程
に
つ
い
て
、

一
度
協
議
し
て
も
よ
い
か
と
思
い

ま
す
。

令
和
七
年
度
自
主
事
業

・
八
月　

中
之
条
夏
祭
り

・
九
月　

敬
老
祝
賀
会

・
十
月　

地
域
に
お
け
る
人
権
学

習
会　
　
　
　
　

　
　
　
　

城
南
地
区
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
体
験
会

・
一
二
月　

ふ
れ
あ
い
し
め
縄
教

室

　
　
　
　

新
旧
四
役
顔
合
わ
せ

・
毎
月　

運
営
委
員
会　
　
　
　

　

自
治
会
協
議
会
を
始
め
と
し
て

事
業
実
施
に
ご
尽
力
頂
い
た
皆
様

ほ
か
、
公
民
館
役
員
、
運
営
委
員

の
皆
様
に
は
実
施
に
向
け
た
協
議

に
参
加
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
公
民
館
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
い
た
区
民
の
皆
様
に

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中
之
条
公
民
館 

令
和
七
年
度
下
半
期
活
動
報
告

尾
㟢
　
政
司

公
民
館
長

かき氷やきとり

水風船釣り 射的筒けん大会

夏祭りの様子

人
権
学
習
会

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
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中
之
条
育
成
会
会
長
　
　

小
宮
山
　
益
代

　

中
之
条
自
治
会
長
選
挙
が
令
和

七
年
十
一
月
三
十
日
（
日
）
に
行

わ
れ
、
令
和
八
年
度
の
自
治
会
長

に
武
井　

孝
夫
氏
（
第
一
ブ
ロ
ッ

ク
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
下
、
令
和
八
年
度
の
新
役
員

の
皆
様
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

自
治
会
長　
　

武
井　

孝
夫

（
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
）

副
自
治
会
長　

田
中　

清
志

（
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
）

会
計　
　
　
　

久
保
田　

聡

（
第
六
ブ
ロ
ッ
ク
）

総
務
部
長　
　

吉
池　

英
之

（
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
ま

し
た
自
治
会
協
議
会
役
員
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
長

　

第
一　
　
　
　

関　

昌
彦

　

第
二　
　
　
　

小
松　

隆
明

　

第
三　
　
　
　

松
浦　

舞

　

第
四　
　
　
　

鈴
木
由
美
子

　

第
五　
　
　
　

中
澤　

徳
士

　

第
六　
　
　
　

滝
澤　

修

　

第
七　
　
　
　

柳
沢　

伸
二

　

第
八　
　
　
　

中
澤　

泰
明

副
ブ
ロ
ッ
ク
長

　

第
一　
　
　
　

金
子　

厚
志

　

第
二　
　
　
　

平
塚　

直
也

　

第
三　
　
　
　

横
山　

慎

　

第
四　
　
　
　

田
守　

竹
夫

　

第
五　
　
　
　

大
和　

正
輝

　

第
六　
　
　
　

堀
田　

昌
志

　

第
七　
　
　
　

吉
池　

敏
彦

　

第
八　
　
　
　

古
田　

春
江

特
別
協
議
員

公
民
館
長　
　
　

柳
沢　

進

（
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

ま
た
、
農
業
協
議
会
長
に
は
、

令
和
七
年
十
一
月
二
十
九
日（
土
）

に
行
わ
れ
た
会
議
に
お
い
て
、
第

三
ブ
ロ
ッ
ク　

西
沢
信
義
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
八
年
度
の
農
業
協
議
会
役

員
は
次
の
皆
様
で
す
。

（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

農
業
協
議
会
会
長

　
　
　
　

西
沢　

信
義
（
上
組
）

副
会
長　

西
澤　

健
司
（
下
組
）

会
計　
　

山
岸　

丈
貢
（
新
道
）

　

新
役
員
の
皆
様
方
、
大
変
ご
苦

労
様
で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
員
の
皆
様
方
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
・
農
業
協
議
会

令
和
八
年
度
新
役
員
紹
介

　

今
年
度
の
育
成
会
野
球
部
は
、

３
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

１
名
が
途
中
入
部
で
４
名
で
の
活

動
と
な
り
ま
し
た
。
少
な
い
人
数

で
も
し
っ
か
り
と
コ
ー
チ
た
ち
と

一
緒
に
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
Ｋ
Ｉ
大
会
に
、
青
木

の
チ
ー
ム
の
方
々
と
一
緒
に
参
加

す
る
事
と
な
り
、
合
同
の
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
大
会
で
の
経
験

は
子
供
達
に
と
っ
て
と
て
も
良
い

経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

青
木
の
チ
ー
ム
コ
ー
チ
か
ら
記

念
に
と
野
球
の
ボ
ー
ル
を
い
た
だ

き
、
子
供
達
は
と
て
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。
大
会
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
練
習
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

11
月
に
は
中
之
条
お
楽
し
み
会

を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
に
と
て
も

好
評
だ
っ
た
マ
ジ
シ
ャ
ン
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｏ
さ
ん
に
今
年
も
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昨
年
来
ら
れ
な
か
っ
た

子
供
達
も
２
度
目
の
参
加
の
子
供

達
も
大
人
も
、
マ
ジ
ッ
ク
を
見
て

と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
不
思
議
顔
の
連

発
で
し
た
。
バ
ル
ー
ン
も
、
ミ
ッ

キ
ー
や
ア
リ
エ
ル
、
ニ
モ
に
、
最

後
に
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
大
拍
手

で
し
た
。

　

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
、
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
さ
ん
の
配
慮
で
子
供
達
の
景

品
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
供
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

お
楽
し
み
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

色
々
な
準
備
や
お
手
伝
い
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
皆
様
、
活

動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

青
少
年
健
全
育
成
会
よ
り

金
井
か
お
り

　

今
年
度
の
南
小
学
校
児
童
会
テ

ー
マ
は
、
「
あ
い
さ
つ
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル　

思
い
合
え
る
チ
ー
ム

南
小
」
で
す
。
生
活
委
員
や
六
年

生
が
毎
朝
、
校
門
で
挨
拶
運
動
を

し
、
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
を
広
め

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

一
学
期
、
南
小
の
「
宝
」
で
も

あ
る
挨
拶
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
や
意

識
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
自
分
か
ら
で
き
る
子
ど
も

た
ち
が
多
く
、
自
分
か
ら
で
き
て

い
な
く
て
も
、
殆
ど
の
子
が
挨
拶

を
返
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
様
子

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

意
外
だ
っ
た
の
は
地
域
の
方
へ

の
挨
拶
で
す
。
先
ほ
ど
の
内
容
と

ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
、
自
分
か
ら
で

き
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
、
地
域

の
人
に
挨
拶
さ
れ
た
ら
返
す
こ
と

が
で
き
る
子
ど
も
の
数
も
さ
ら
に

多
か
っ
た
で
す
。

　

地
域
で
も
学
校
で
も
、
誰
に
で

も
挨
拶
が
で
き
る
南
小
の
よ
さ
が

「
宝
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
方
か
ら
も
「
南
小
の
子
ど
も
が

進
ん
で
挨
拶
を
し
て
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
喜

び
で
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
意
識
と
、
地
域

で
の
様
子
に
は
違
い
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
挨

拶
を
通
じ
て
地
域
の
皆
様
と
の
あ

た
た
か
な
関
わ
り
を
育
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

あ
い
さ
つ
で
つ
な
が
る

南
小
学
校
長　

柳
澤
　
誠

 「
つ
な
ぐ
」
役
割

民
生
児
童
委
員
　
藤
松
　
則
子

　

十
二
月
は
、
民
生
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
期
で
す
。
そ
の
た
め
新

聞
紙
面
に
委
員
の
在
り
方
が
何
度

か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
共

通
し
た
課
題
は
、
委
員
の
担
い
手

確
保
と
継
続
者
の
減
少
で
す
。

　

中
之
条
自
治
会
に
関
し
て
は
、

三
名
の
う
ち
二
名
が
退
任
し
、
一

名
が
継
続
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

十
年
ほ
ど
は
、
新
任
者
と
継
続
者

が
う
ま
い
ぐ
あ
い
に
つ
な
が
り
合

い
、
情
報
交
換
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
て
い
ま
す
。

　

九
月
の
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
参

加
し
た
折
に
、
東
郷
堂
さ
ん
か
ら

「
毎
日
新
聞
配
達
中
に
、
地
域
の

見
守
り
活
動
」
を
行
っ
て
い
る
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
様
々
な

組
織
に
よ
り
、
地
域
に
見
守
り
の

目
が
二
重
三
重
に
は
り
め
ぐ
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
し
、
支
援
機
関
に
つ
な
げ
る
た

め
の
委
員
の
役
割
は
大
切
で
す
が
、

委
員
が
必
要
以
上
に
負
担
に
感
じ

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
住
む
皆

さ
ん
が
、

「
こ
れ
な
ら
私
に
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」

と
思
っ
て
委
員
に
な
っ
て
み
る
と
、

地
域
に
住
む
楽
し
さ
が
再
確
認
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
全
員
揃
っ
て
踊
り
の
練
習
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中
之
条
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

は
現
在
部
員
23
名
（
中
之
条
以
外

の
協
会
選
手
５
名
含
む
）
で
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
城
下
リ
ー

グ
主
催
の
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
は
５

月
よ
り
水
曜
日
に
古
戦
場
グ
ラ
ン

ド
で
開
催
さ
れ
10
月
ま
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
終
盤
に

人
数
が
足
り
ず
他
チ
ー
ム
の
選
手

を
借
り
た
試
合
も
あ
り
ま
し
た
が

３
年
ぶ
り
に
優
勝
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

上
田
市
主
催
の
市
民
総
合
大
会

で
も
人
数
が
足
り
ず
御
所
チ
ー
ム

と
合
同
で
参
加
し
ま
し
た
。
準
々

決
勝
で
は
市
内
で
も
か
な
り
強
力

な
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、

中
之
条
選
手
が
大
活
躍
し
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
準
決
勝

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
（
対

戦
チ
ー
ム
が
優
勝
）
見
事
３
位
と

い
う
成
績
を
収
め
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
長
年
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
部

長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
在
任
中
は
、
自
治
会
・
公
民

館
・
選
手
・
選
手
の
ご
家
族
の
皆

様
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ

で
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き

続
き
中
之
条
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
の
上
田
の
陽
気
は
猛
暑
日

の
連
日
で
し
た
。
８
月
21
日
39
度

ま
で
上
昇
し
て
県
下
一
の
猛
暑
で

し
た
。
９
月
の
声
が
聞
こ
え
て
も

厳
し
い
毎
日
で
し
た
。
植
物
へ
の

朝
夕
の
水
く
れ
は
蒸
発
の
量
に
お

お
よ
そ
み
あ
っ
た
分
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
葉
が

傷
ん
だ
り
、
黄
色
く
な
る
と
花
の

つ
き
も
悪
く
な
り
ま
す
。

　

９
月
に
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
の
植
付

と
管
理
方
法
に
つ
い
て
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ

ジ
に
似
た
小
花
で
７
月
頃
開
花
し

ま
す
。
そ
し
て
９
月
に
か
わ
い
い

赤
身
を
つ
け
ま
す
。
人
気
の
植
物

で
す
。

　

年
末
に
近
づ
く
と
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
と
シ
ク
ラ
メ
ン
の
季
節
に
な
り

ま
す
。
毎
年
育
て
て
い
る
ポ
イ
ン

セ
チ
ア
の
苟
葉
を
早
く
色
づ
か
せ

た
い
場
合
は
10
月
上
旬
か
ら
、
夕

方
５
時
過
ぎ
か
ら
翌
朝
８
時
頃
ま

で
暗
く
し
て
や
り
ま
す
と
ク
リ
ス

マ
ス
頃
ち
ょ
う
ど
色
づ
き
ま
す
。

自
然
状
態
に
お
く
と
遅
れ
ま
す
。

　

11
月
〜
12
月
の
予
定
は
シ
ク
ラ

メ
ン
の
お
正
月
用
の
セ
ッ
ト
の
講

習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
研
修
旅
行

を
数
年
間
中
止
し
て
い
ま
し

た
。
平
成
元
年
の
信
州
フ
ェ
ス
タ

二
〇
一
九
が
最
後
で
し
た
。
来
年

は
久
し
ぶ
り
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

花
と
緑
の
会

石
崎
　
広
志

西
澤
　
和
也

敬　老　会

城下消防まつり
　10月19日、第三回城下
消防まつりが城下小学校の
校庭で開催されました。地
域の防火・防災を楽しみな
がら考えるよい機会となり
ますので、参加されたこと
のない皆様も、来年はご家
族連れで参加してみてはい
かがでしょうか？

　今年は９月13日に、６年ぶりとなる敬老
会を開催することができました。対象となる
75歳以上の自治会員の皆様のうち33名の方
にご参加いただきました。
　久しぶりの開催で、準備，運営に不慣れな
点が多い中、敬老会の開催にご尽力いただき
ました関係者の皆様に感謝申し上げます。

自治会活動の紹介

自治会活動の紹介

南小学校金管部南小学校金管部

南小学校合唱部南小学校合唱部
南小学校金管部と合唱部の皆さん、とても素敵な演奏と
歌声をありがとうございました！

▲ポンプ車展示◀消火器取扱い体験
はしご車試乗体験▶

▼AED取扱い体験 ▼放水体験

東郷堂の皆さんによるものまねショーと第５ブロック長山口
さんによるマジックショーで盛り上がりました
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宮
川
神
社
だ
よ
り

宮
川
神
社
だ
よ
り

　

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
毎
週
土
曜
日
に

会
員
同
士
の
対
局
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
の
時
間
は
自
由
で

す
。
１
局
は
１
時
間
前
後
で
、
２

局
程
度
で
切
り
上
げ
る
人
も
い
れ

ば
、
午
前
午
後
ぶ
っ
通
し
で
８
局

も
打
つ
人
も
い
ま
す
。
会
員
の
棋

力
は
様
々
で
す
が
、
そ
れ
に
応
じ

た
ハ
ン
デ
ィ
を
決
め
て
い
ま
す
の

で
、
初
心
者
が
有
段
者
に
勝
つ
こ

と
も
で
き
ま
す
。
現
在
の
会
員
は

10
名
程
度
で
、
新
規
会
員
は
大
歓

迎
で
す
。

　

囲
碁
を
知
ら
な
い
方
か
ら
見
る

と
、
大
き
な
盤
の
上
に
黒
と
白
の

石
を
交
互
に
並
べ
て
何
や
ら
複
雑

な
模
様
を
作
っ
て
い
る
難
し
い
ゲ

ー
ム
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ル
ー
ル
は
い
た
っ
て
簡
単

で
す
。
１
時
間
も
あ
れ
ば
覚
え
ら

れ
ま
す
。
簡
単
な
ル
ー
ル
の
先
に

無
限
に
奥
の
深
い
世
界
が
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

囲
碁
の
魅
力
に
つ
い
て
は
、
百

聞
は
１
局
に
如
か
ず
で
す
。
初
め

て
の
方
に
は
小
さ
い
盤
（
１
局
15

分
程
度
）
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
試
し
に
対

局
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
土
曜
日

の
午
後
１
時
以
降
に
公
民
館
の
貴

賓
室
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
代

表
の
私
が
ル
ー
ル
の
説
明
と
対
局

の
相
手
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

見
学
も
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

中
之
条
囲
碁
ク
ラ
ブ

中
沢
　
守
人

　

現
在
ク
ラ
ブ
員
は
、
男
性
一
名
、

女
性
三
名
の
合
計
四
名
で
、
第

二
・
第
四
木
曜
日
の
午
後
一
時
半

よ
り
三
時
ま
で
、
公
民
館
会
議
室

に
於
い
て
、
男
性
歌
手
・
女
性
歌

手
の
最
新
の
ヒ
ッ
ト
演
歌
を
主
体

に
、
Ｃ
Ｄ
を
何
回
か
傾
聴
後
、
歌

唱
し
て
お
り
ま
す
。

　

区
内
の
公
民
館
活
動
に
つ
き
ま

し
て
は
、
「
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
」

で
の
司
会
・
進
行
を
し
ま
し
た
。

習
得
し
た
歌
と
し
て
は
、
北
島
三

郎
の
「
東
京
の
空
」
、
水
森
か
お

り
の
「
大
阪
恋
し
ず
く
・
大
阪
凍

て
月
」
、
三
山
ひ
ろ
し
の
「
酒
灯

り
・
祇
園
闇
桜
・
青
春
」
、
杜
こ

の
み
の
「
赤
い
満
月
・
横
顔
」
、

鳥
羽
一
郎
の
「
昭
和
の
お
と
こ
・

お
ふ
く
ろ
月
夜
」
を
習
得
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
へ
三
回

行
き
昼
食
を
取
り
な
が
ら
親
睦
を

計
り
ま
し
た
。

　

区
外
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
内
四
団
体
三
十
五
名
で
構
成
す

る
「
上
田
歌
謡
グ
ル
ー
プ
」
へ
所

属
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
で

の
総
会
・
夏
の
交
流
会
・
秋
の
交

流
会
・
忘
年
会
へ
参
加
し
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
大
声
を
発
す
る
の

で
、
ス
ト
レ
ス
発
散
と
ボ
ケ
防
止

に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
加

入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ田中

　
忠
男

　

今
年
は
い
つ
に
も
増
し
て
暑
く
、

公
会
堂
ま
で
の
行
き
帰
り
は
大
変

で
し
た
が
、
立
派
な
エ
ア
コ
ン
を

入
れ
て
い
た
だ
き
、
涼
し
い
中
で

歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
と
し
て
は
、
今
年
も
六
月

に
一
期
一
会
を
訪
問
し
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

十
一
月
に
も
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

公
会
堂
で
毎
月
、
第
三
木
曜
日
の

午
後
一
時
半
か
ら
二
時
半
ま
で
季

節
に
合
わ
せ
た
歌
や
、
ラ
ジ
オ
歌

謡
な
ど
八
曲
位
歌
い
ま
す
。

　

令
和
八
年
度
も
四
月
か
ら
十
二

月
ま
で
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

童
謡
唱
歌
を
愛
す
る
会

　
　
　
　
も
〜
い
い
会

吉
原
　
静
枝

　

今
年
も
恒
例
の
創
造
館
の
「
絵

手
紙
展
」
に
出
す
事
か
ら
活
動
開

始
し
ま
し
た
。
夏
祭
り
で
は
大
広

間
に
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
十
一
月
城
南
公
民
館
の
文
化

祭
の
出
展
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、

準
備
期
間
が
短
い
こ
と
も
あ
り
見

送
り
ま
し
た
。
大
勢
の
人
に
見
て

も
ら
う
こ
と
は
上
達
に
す
る
一
つ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
展
示

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

の
入
口
の
廊
下
に
は
毎
回
入
れ
替

え
を
お
こ
な
っ
て
作
品
の
展
示
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
紙(

画
仙
紙
の
種
類)

を

変
え
「
滲
み
」
に
挑
戦
し
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
絵
て
が
み
は
奥

が
深
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー

は
「
楽
し
く
無
け
れ
ば
絵
て
が
み

で
は
な
い
」
こ
の
点
は
満
点
で
す
。

お
茶
飲
み
、
お
し
ゃ
べ
り
が
半
分

以
上
で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
皆
様
も
是
非
お
茶
飲

み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

な
か
ん
じ
ょ

「
絵
て
が
み
ク
ラ
ブ
」

須
崎
　
博
雄

◆秋祭りの様子 ◆ラジオ体操と草刈り

６月18日　一期一会にて

参拝に来られた皆様を、豚汁 ､カレー、ポップコーン、
ガラポン大会でおもてなし

10月5日、毎年恒例の秋祭りが開催され、多くのご家族連れ
(約180名)でにぎわいました。

8月2日、神社近隣の小学生、保護者の皆さ
ん(約110名)に、ラジオ体操のあと、境内
の草刈り作業を手伝っていただきました。

境内の草刈り作業

作業のあとは豚汁に舌鼓 ラジオ体操の様子

（５）第187号 中　之　条　自　治　会　報 令和7年12月25日（2025）



　

早
い
も
の
で
今
年
最
後
の
千
曲

藻
に
な
り
ま
す
。
千
曲
藻
作
成
の

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

本
年
も
予
定
ど
お
り
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
五
類
に
な
り
二
年
。

コ
ロ
ナ
前
と
同
様
に
た
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
今
年
は
出
来
た
と
思

い
ま
す
。
春
に
は
花
見
会
、
夏
に

は
上
田
わ
っ
し
ょ
い
へ
の
参
加
、

公
民
館
主
催
の
夏
祭
り
。
そ
し
て

秋
に
は
六
年
ぶ
り
と
な
る
敬
老
祝

賀
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

私
は
中
之
条
に
引
っ
越
し
て
ま

だ
日
が
浅
い
の
で
す
が
、
協
議
員

に
な
る
こ
と
で
中
之
条
自
治
会
に

は
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
あ
る
と
初
め
て
知
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
大
変
な
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
と
て

も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
で
す
。
寒
い
日
が
続
い
て
大
変

か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
方
あ
ま

り
無
理
を
な
さ
ら
ず
お
身
体
を
大

事
に
し
て
ご
自
愛
下
さ
い
。

今
年
一
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
高
橋
徹
也
）

編
集
委
員

　

堀
内　
　

猛　
　

神
谷　

博
継

　

新
村　

光
弘　
　

高
橋　

徹
也

　

田
中　

豊
樹　

 令和7年12月25日（2025） 中　之　条　自　治　会　報 第187号（６）

2025年度　自治会費　納入状況等のお知らせ
　日頃より、自治会費の納入及び各種寄付金への御協力をいただき、御礼申し上げます。
　以下のとおり、10月末現在の状況をお知らせいたします。

中之条自治会　会計　岩崎茂

（1）一般会計予算
　・一般会計の収入の総額は18,599,244円、支出の総額は13,993,622円になります。
①自治会費納入状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②主な負担金等の執行状況

（2）中之条文化財保存基金　現在高
　・前年度繰越金1,414,635円+利息1,847円+今年度寄付金153,500＝1,569,982円
（3）わっしょい会計　今年度は寄付金を募り、7月26日開催の上田わっしょい
　　に参加しました。
　・前年度繰越金39,627円+利息163円+今年度寄付金528,800円+
　　一般会計から389,068円＝957,658円

※納入金額合計には、会計担当アパート分も含みます。

世帯数 事業所数 金額（円）
第１ブロック 93 0 758,700
第２ブロック 146 6 1,125,400
第３ブロック 159 5 1,291,800
第４ブロック 74 5 661,100
第５ブロック 149 2 1,294,350
第６ブロック 148 0 1,239,300
第７ブロック 114 4 968,500
第８ブロック 127 1 1,030,600
※会計担当アパート － － 1,419,126

合計 1,010 23 9,788,876

　

中
之
条
新
年
総
会
は
、
一
月

十
一
日
（
日
）
午
後
一
時
か
ら

中
之
条
公
民
館
大
広
間
に
て
行

い
ま
す
。
お
忙
し
い
こ
と
と
は

思
い
ま
す
が
、
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
年
総
会
に
つ
い
て

　

今
年
一
年
間
、
次
の
方
々
が
、

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

一
月

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク 

田
中　

桂
一
さ
ん

二
月

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク 

立
岩　

紀
子
さ
ん

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク 

桒
原　

政
代
さ
ん

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク 

吉
越
も
り
子
さ
ん

三
月

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク 

唐
木
田
陽
子
さ
ん

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク 

柳
澤　

孝
江
さ
ん

　

第
八
ブ
ロ
ッ
ク 

長
澤　

芳
子
さ
ん

四
月

　

第
六
ブ
ロ
ッ
ク 

伊
藤　

光
子
さ
ん

六
月

　

第
七
ブ
ロ
ッ
ク 

山
岸
の
ぶ
子
さ
ん

七
月

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク 

滝
沢　

壽
生
さ
ん

　

第
六
ブ
ロ
ッ
ク 

伊
藤　

定
徳
さ
ん

八
月

　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク 

田
中　

貴
徳
さ
ん

九
月

　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク 

高
森　

恒
喜
さ
ん

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク 

田
中　

利
典
さ
ん

お
く
や
み

慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
合
掌
）

令
和
七
年
十
二
月
一
日
現
在

項　目 金額（円）
自治会活動保険 134,820
城下自治連 40,000
消防協力費 900,000
公民館活動費 1,700,000
公民館冷暖房設備 3,278,000
公民館トイレ改修工事代 497,200
共同募金（赤い羽根） 500,000
敬老会 709,416
社会福祉協議会 493,000


